
「あぐいっこTown2025」で輝いていたのは子どもたちの笑顔。
自分で考え、動き、働き、仲間とつながる体験が心に残る確かな経験に
なりました。

未来のまちづくりは笑顔から
令和7年9月6～7日 中央公民館

……… 2～3

………………………… 4～5

……………… 6～8

………… 12～18

……………………………… 20

令和6年度 一般会計決算

第３回定例会

委員会・視察レポート

一般質問 町政を問う

町民の声

（関連記事19、20ページ）

どうだった

議会だより

No.207
令和７年
11月1日発行

自治体と地域住民をつなぐアプリ「マチイロ」に『あぐい議会だより』を掲載しています。

タイトル文字：社会福祉法人相和福祉会 パスピ・98提供

こんなことを
聞きました



町道5045号線、知多半島総
合医療センター（新半田病院）
のアクセス対応
半田市との共同負担
町負担額…6,348万円

夢
あ
る

未来
へのまちづくり

夢
あ
る

未来
へのまちづくり

自然と調和
した心地よさ01

豊かな自然と共生
する安全・安心02

ともに生きる
健康・福祉

町民生活を守り、活気と便利な社会づくりにも配慮した
阿久比町の明るい未来へつなぐ決算だった。

03

ひとが輝く教育
・文化のまち04

未来へつなぐ
産業のまち05

みんなの思いが
カタチを成す06

道路改良工事

情報システム導入委託料
他16項目
　…1億3,283万円

情報管理

用地調査業務委託料
…819万円

企業立地推進事業

維持管理費、整備事業費、財産
一般管理費…2億9,266万円

阿久比スポーツ村管理費

帯状疱疹他17項目の
予防接種

…1億793万円

予防接種事業

置き配袋の有償配付
…99万円

家庭用蓄電池導入補助
　…257万円

カーボンニュートラル対策

「書かない窓口」や「行かない
窓口」を実現する自治体DX推
進は、町民も便利になるので
進めてほしい。
一方で、パソコンやスマホから
取り残された人たちもきちん
と助けてほしい。

私も一言

稲葉　皆生 さん（卯之山）
いなば みなお

すずむら みねお
鈴村　峯雄 さん（卯之山）

帯状疱疹ワクチンの1回目を
接種しました。副作用はな
かった。
費用が高いけれども健康に
は、代えられないと思う。
マイナ保険証全体の仕組み
がわからんな？

私も一言

令  和6年度決算を

予  算をどう使った！
チェック！

主な施策主な施策 議員視点の6項目
（千円単位以下は切り捨て表示）（千円単位以下は切り捨て表示）（千円単位以下は切り捨て表示）
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収入項目
（代表する歳入項目）
基本給与

パート収入

貯金の引出し

昨年の繰越し

親からの援助

親からの特別援助

銀行からの借入れ

友人からのご祝儀

（町税）

（諸収入）

（繰入金）

（繰越金）

（地方交付税）

（国県支出金）

（町債）

（寄附金）

食費

医療費

水道光熱費、日用品の購入

学費などの仕送り

家の増改築

家電・車・家の補修

投資

ローン返済

貯金など

（人件費）

（扶助費）

（物件費）

（補助費・繰出金）

（建設事業費、災害復旧費）

（維持補修費）

（投資・出資・貸付金）

（公債費）

（積立金）

177
30
26
23
129
100
5
2

492

178
30
12
21
112
88
13
2

456

令和6年度
（万円） 前年増

減
支出項目

（代表する歳出項目）
令和6年度
（万円） 前年増

減

82
106
82
98
43
3
6
34
11
465

74
92
78
94
37
3
7
35
12
432

合 計（万円）
合 計（万円）

アグピー家の家計簿 令和６年度 決算

（令和6年度の値は決算額を2400で割算した値）（令和6年度の値は決算額を2400で割算した値）

町税
36％
町税
36％
町税
36％

自主財源自主財源
5252％52％

依存財源依存財源依存財源
48％48％48％

地方交付税
16％

地方交付税
16％

地方交付税
16％

国庫
支出金
14％

国庫
支出金
14％

国庫
支出金
14％

繰入金
5％

繰入金
5％

繰入金
5％繰越金

5％
繰越金
5％

繰越金
5％

県支出金
7％

県支出金
7％

県支出金
7％

地方消費税交付金
6％

地方消費税交付金
6％

地方消費税交付金
6％

その他
6％
その他
6％
その他
6％

その他
5％
その他
5％
その他
5％

扶助費
23％
扶助費
23％
扶助費
23％

人件費
18％
人件費
18％
人件費
18％

義務的経費義務的経費
4848％48％

その他その他その他
43％43％43％

投資的経費投資的経費投資的経費
9％9％9％物件費

18％
物件費
18％
物件費
18％

維持補修費
1％

維持補修費
1％

維持補修費
1％

（歳出ミニ解説）（歳出ミニ解説）（歳出ミニ解説）
義務的経費：人件費、扶助費などの支出が義務づけられ削減することが困難な経費のこと。
　　　　　　類似の物件費と合わせると66％になる。
　　　　　　➡自由に使える経費が少ない。

義務的経費：人件費、扶助費などの支出が義務づけられ削減することが困難な経費のこと。
　　　　　　類似の物件費と合わせると66％になる。
　　　　　　➡自由に使える経費が少ない。

義務的経費：人件費、扶助費などの支出が義務づけられ削減することが困難な経費のこと。
　　　　　　類似の物件費と合わせると66％になる。
　　　　　　➡自由に使える経費が少ない。

公債費
7％

公債費
7％

公債費
7％

補助費
12％
補助費
12％
補助費
12％

積立金 2％積立金 2％積立金 2％
投資及び出資金・貸付金 1％投資及び出資金・貸付金 1％投資及び出資金・貸付金 1％

普通建設
事業費
9％

普通建設
事業費
9％

普通建設
事業費
9％

繰出金
9％
繰出金
9％
繰出金
9％

118億
1,100万円
118億
1,100万円

歳入歳入
111億

7,058万円
111億

7,058万円

歳出歳出

黒字27万円。アグピー家は、物価高を受けても、収入の確保に努めた。
毎日の生活を支える項目には、きちんと支出をして、家族を守った。

収入 支出親の援助親の援助

（食費、医療費、
 ローン返済➡増）
（食費、医療費、
 ローン返済➡増）

（増改築や
 補修➡減少）
（増改築や
 補修➡減少）

本業も
パートも
頑張り中

本業も
パートも
頑張り中

①給料を上げてもらう
②親からの援助を増やす
①給料を上げてもらう
②親からの援助を増やす

①今の生活を守るための費用が多い
②将来への投資が限られる
①今の生活を守るための費用が多い
②将来への投資が限られる

日々の暮らしを
支える支出

日々の暮らしを
支える支出

未来への
備えが限られる
未来への
備えが限られる

まちの家計簿

一般会計の予算額を、
１年間の家計（年収492万円）に

置き換えてみました

一般会計の予算額を、
１年間の家計（年収492万円）に

置き換えてみました

令  和6年度決算を

予  算をどう使った！
チェック！
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定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める陳情書

各議員はこう判断！各議員はこう判断！審議議案と議員の

令和７年 第３回定例会 会期：9月3日～19日
●議案／条例７件、補正予算６件、認定６件、同意案２件、意見書１件

結果
竹
内
　
卓
美

大
村
　
文
俊

伊
東
　
輝
彦

山
本
　
良
輔

鈴
村
　
算
久

小
柳
み
ゆ
き

新
美
三
喜
雄

都
築
　
清
子

廣
瀬
　
　
実

山
本
　
恭
久

瀧
塚
　
政
明

新
美
加
寿
奈

竹
内
　
啓
視

中
村
　
　
仁

件　　　　　名

議
　
　
　
案

認
　
　
　
定

同
意
案

意
見
書
陳
情

令和7年度阿久比町一般会計補正予算（第2号）
令和7年度阿久比町国民健康保険特別会計補正予算
（第1号）
令和7年度阿久比町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第1号）
令和7年度阿久比町一般会計補正予算（第3号）
令和6年度阿久比町一般会計歳入歳出決算認定について
令和6年度阿久比町国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定について
令和6年度阿久比町介護保険特別会計歳入歳出決算
認定について
令和6年度阿久比町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定について
固定資産評価審査委員会委員の選任について
●固定資産評価審査委員会委員都築清士氏は、令和7年9月
　30日をもって任期満了のため

●教育委員会委員稲葉清仁氏は、令和7年9月30日をもって
　任期満了のため

教育委員会委員の任命について

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負
担制度の堅持及び拡充を求める意見書

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○
×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

－

－

－

－
－

－

－

－

－

－

－

可決

可決

可決

可決
認定

認定

認定

認定

同意

同意

可決

主な審議議案
▲令和７年の

全ての議案はこちら

○：賛成　╳：反対　 ：̶議長（議長は採決には加わりません）

●提案理由

かわ い みち お

にい みみ き お提出
全会一致

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書

提出者：新美三喜雄  議員

同意
全会一致 教育委員会委員の

任命について 河 合　通 夫  氏　　　

たけ うち かず よし

同意
全会一致 固定資産評価審査委員会

委員の選任について 竹 内　和 義  氏　　　

議会の意見を国会又は関係行政庁へ提出

否賛
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【増額の主なもの】
◉4小学校と中学校に空調設置

反
対
討
論

屋内熱中症対策などへの追加予算 5億8,698万7,000円

・４小学校の体育館へ８台ずつの空調設置………………………………………1億5,509万円
・阿久比中学校アザレアホール６台、武徳館４台の空調設置………………5,430万2,000円

…………383万円

………………………………………………300万円

◉阿久比中学校軟式野球部、新体操部の全国大会出場の遠征費
◉鳥インフルエンザ予防対策の補助金

　

令
和
８
年
度
よ
り
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
分
と
し
て
新
た
な
税
金

が
段
階
的
に
上
乗
せ
徴
収
さ
れ
る
。

そ
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
補
正
予

算
で
、
逆
進
性
の
あ
る
医
療
保
険
を

財
源
と
す
る
こ
と
に
反
対
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
を
後

期
高
齢
者
か
ら
も
徴
収
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
改
修
で
あ
る
。
社
会
保
障

削
減
が
前
提
の
子
育
て
支
援
で
は
期

待
を
持
て
な
い
た
め
反
対
。

　

障
が
い
者
施
策
の
遅
れ
、
保
育
格

差
、
ホ
タ
ル
事
業
の
停
滞
な
ど
課
題

は
多
く
、
平
和
事
業
に
特
段
の
新
規

取
組
も
な
い
。
リ
ニ
ア
負
担
金
は
時

代
遅
れ
で
あ
り
、
滞
納
整
理
機
構
の

厳
し
い
取
り
立
て
が
住
民
を
追
い
詰

め
る
こ
と
も
懸
念
し
、
反
対
。

　

大
府
市
で
は
、
18
歳
以
下
の
子
ど

も
の
均
等
割
が
一
律
９
割
減
免
と
な

る
独
自
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
加

入
者
が
減
少
し
続
け
る
今
、
保
険
料

の
負
担
緩
和
と
併
せ
て
、
国
保
事
業

の
社
会
保
障
制
度
と
し
て
の
姿
を
取

り
戻
す
よ
う
求
め
、
反
対
。

　

基
金
と
前
年
度
繰
越
金
を
合
わ
せ

る
と
４
億
円
を
超
え
る
。
厚
労
省

は
、
年
度
繰
越
金
や
準
備
基
金
は
本

来
、
加
入
者
に
還
元
す
る
べ
き
も
の

と
し
て
い
る
。
未
使
用
分
は
、
今
、

必
要
と
し
て
い
る
住
民
の
介
護
支
援

や
安
心
に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
と
考

え
、
反
対
。

　

被
保
険
者
数
は
国
保
の
被
保
険
者

数
を
上
回
り
、
現
役
世
代
の
負
担
感

が
増
し
、
世
代
間
の
分
断
を
生
ん
で

い
る
。
制
度
の
構
造
的
課
題
の
見
直

し
を
求
め
、
反
対
。

可決

新
美
加
寿
奈 

議
員

◉
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

新
た
な
徴
収
で
低
所
得

世
帯
に
影
響

◉
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

後
期
高
齢
者
に
も
適
用

で
世
代
間
対
立
あ
お
る

◉
阿
久
比
町一般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

人
権
尊
重
・
環
境
保
護
に

納
得
い
く
成
果
得
ら
れ
ず

◉
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

税
率
上
昇
、負
担
軽
減
を

◉
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

基
金
眠
ら
せ
ず
住
民
に

還
元
を

◉
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

被
保
険
者
の
６
割
超
が

軽
減
措
置

制
度
自
体
に
難
あ
り
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こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
９
月
11
日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
行
い
、
付
託
さ
れ
た
議
案
の
詳
細
な

説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

　
　
地
方
税
滞
納
整
理
機

構
へ
移
管
さ
れ
た
件
数
と

金
額
は
。

　
　
移
管
さ
れ
た
引
継
ぎ

人
数
は
48
人
、
税
額
は
現

年
課
税
分
・
滞
納
繰
越
分

を
合
わ
せ
て
２
５
４
６
万

２
５
３
２
円
、
収
入
額
は

１
８
５
２
万
５
０
４
７
円
。

　
　
機
構
へ
の
負
担
額
は

50
万
円
。
人
件
費
等
の
必

要
経
費
を
支
出
し
た
上
で
、

こ
の
収
入
額
は
ど
の
よ
う

に
総
括
す
る
か
。

　
　
徴
収
率
は
72
・
８
％
。

ほ
と
ん
ど
が
滞
納
繰
越
分

で
あ
り
、
高
い
徴
収
率
で

債
権
回
収
し
て
も
ら
え
た

と
考
え
る
。

　
　
前
年
度
よ
り
約
１
２

０
万
円
減
額
し
た
理
由
は
。

　
　
令
和
８
年
１
月
か
ら

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
見
据

え
、
掲
載
す
る
情
報
を
精

査
し
、
読
み
や
す
い
よ
う

に
文
字
数
を
減
ら
し
た
結

果
ペ
ー
ジ
数
が
減
少
し
た

た
め
。

　
　
分
布
調
査
に
よ
る
と
、

長
期
的
に
も
減
少
傾
向
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
事
業
費
の
投
入
が
ホ
タ

ル
の
存
続
に
十
分
結
び
つ

い
て
い
る
か
。

　
　
定
点
調
査
等
に
対
し

て
事
業
費
を
か
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

ホ
タ
ル
保
護
を
啓
発
す
る

た
め
の
観
察
会
な
ど
に
事

業
費
を
使
っ
て
い
る
の
で
、

効
果
が
な
い
と
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　

可
燃
ご
み
の
量
が

減
っ
て
い
る
が
、
負
担
金

が
増
え
て
い
る
理
由
は
。

　
　
東
部
知
多
衛
生
組
合

の
設
備
更
新
工
事
等
に
伴

う
償
還
金
な
ど
に
よ
り
負

答 問答 問

答

問

問

滞
納
整
理
機
構
の
効
果

広
報
あ
ぐ
い
の
発
行

費
用
の
減
額

ホ
タ
ル
事
業
の
成
果
は

担
金
が
増
額
に
な
っ
て
い

る
。

　
　
工
事
が
無
け
れ
ば
負

担
金
は
減
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
施
設
の
維
持
管
理
等

の
経
費
は
必
要
で
、
新
し

い
施
設
を
建
て
た
償
還
金

も
あ
り
、
急
激
に
減
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
減
量
に

努
め
る
こ
と
で
負
担
す
る

額
も
減
る
と
考
え
る
。

　
　
令
和
８
年
度
終
了
を

目
途
に
進
め
て
い
る
当
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
現
時
点
で
は
未
定
。

今
回
の
決
算
で
も
コ
ン
テ

ナ
配
布
に
９
０
９
万
６
４

５
０
円
か
か
っ
て
お
り
、

問問 答答

で
き
る
限
り
ご
み
処
理
に

要
す
る
経
費
は
削
減
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
地
域

の
方
た
ち
が
行
い
や
す
い

資
源
回
収
の
方
法
を
含
め
、

検
討
を
す
る
。

　
　
令
和
６
年
度
、
水
道

料
金
を
滞
納
し
た
世
帯
の

中
で
、
給
水
を
停
止
し
た

ケ
ー
ス
は
あ
る
か
。

答

　
　
給
水
停
止
は
、
延
べ

22
件
で
執
行
を
し
た
。

　
　
給
水
停
止
を
ど
の
よ

う
な
判
断
基
準
で
行
っ
て

い
る
か
。

　
　
家
庭
の
事
情
で
難
し

い
案
件
も
多
く
あ
る
が
、

給
水
停
止
処
分
の
取
扱
要

綱
に
基
づ
き
対
応
し
て
い

る
。
給
水
停
止
の
対
象
は
、

１
ヶ
月
以
上
に
渡
る
滞
納
、

督
促
後
納
期
限
ま
で
の
未

納
、
も
し
く
は
特
に
滞
納

を
繰
り
返
す
、
に
該
当
す

れ
ば
給
水
停
止
を
進
め
る

こ
と
に
な
る
。

（
副
委
員
長  

廣
瀬 　
実
）

問 水
道
料
金
の
滞
納

総
務
建
設
委
員
会

東
部
知
多
衛
生
組
合

へ
の
負
担
金
増
の
理
由

資
源
ご
み
収
集
用
コ
ン

テ
ナ
配
布
事
業
の
終
了

答 問

答問答

配布が課題となっているコンテナ
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こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
９
月
12
日
に
文
教
厚
生
委
員
会
を
行
い
、
付
託
さ
れ
た
議
案
の
詳
細
な

説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

　
４
小
学
校
の
体
育
館
と

中
学
校
の
武
徳
館
、
ア
ザ

レ
ア
ホ
ー
ル
に
計
42
台
。

　
　
設
置
工
事
の
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
一
括
発
注
を
心
が
け
、

学
校
行
事
に
支
障
の
無
い

よ
う
施
工
を
効
率
よ
く
行

い
、
来
夏
に
向
け
全
施
設

稼
働
で
き
る
よ
う
進
め
る
。 　

　
そ
の
根
拠
は
。

　
　
主
食
費
と
副
食
費
の

合
計
７
５
０
０
円
に
物
価

上
昇
見
込
み
率
33
・
１
％

を
乗
じ
、
保
育
日
数
で
割

る
と
、
一
食
あ
た
り
１
０

０
円
と
な
る
。

　
左
表
を
参
照
。

　
電
気
料
金
は
節
約
の
た

め
デ
マ
ン
ド
契
約
を
し
て

い
る
が
、
委
託
業
者
の
失

念
に
よ
り
、
一
時
的
に
使

用
量
が
デ
マ
ン
ド
値
を
上

回
っ
た
た
め
、
基
本
料
金

の
増
額
が
発
生
。

　
　
弁
償
金
の
内
容
は
。

　
　
令
和
５
年
10
月
27
日

に
委
託
業
者
が
制
御
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
忘
れ
た
の

に
気
づ
き
、
熱
風
殺
菌
庫

の
電
源
を
一
斉
に
入
れ
て

し
ま
い
、
一
時
的
に
使
用

量
が
、
今
ま
で
の
デ
マ
ン

ド
値
を
上
回
っ
た
た
め
、

基
本
料
金
の
増
額
が
発
生

し
た
。

　
契
約
と
し
て
、
一
度
高

い
デ
マ
ン
ド
値
が
出
る
と
、

そ
の
後
１
年
間
は
、
高
い

値
で
料
金
が
計
算
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
通
常
使
用
で

答 問

答

問答

問

体
育
館
な
ど
の

空
調
機
器
を
予
算
化

民
間
保
育
所
へ
給
食

費（一食
１
０
０
円
）の

補
助

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

電
気
料
金
の
弁
償
金

あ
っ
た
場
合
の
電
気
料
金

と
の
差
額
を
支
払
う
こ
と

に
つ
い
て
、
委
託
業
者
と

合
意
し
て
お
り
、
７
か
月

分
と
し
て
74
万
２
３
７
８

円
を
弁
償
代
と
し
て
受
け

入
れ
た
。

　
　
接
種
者
数
・
副
作
用

な
ど
を
ど
う
分
析
し
て
い

る
か
。

　
　
接
種
者
数
は
概
ね
評

価
で
き
る
。
一
方
で
副
作

用
に
よ
る
発
熱
の
情
報
も

あ
り
、
副
作
用
の
説
明
も

充
分
し
て
い
き
た
い
。

問答

　
　
園
児
数
の
推
移
と
今

後
は
。

　
　
４
園
の
全
定
員
は
、

７
７
０
人
。
そ
の
推
移
は
、

令
和
４
年
４
６
８
人

令
和
５
年
４
２
４
人

令
和
６
年
４
２
２
人

令
和
７
年
４
０
２
人

で
あ
る
。
各
園
で
の
役
割

や
特
色
を
考
え
、
今
後
も

４
園
体
制
で
運
営
し
て
い

く
。

問答 町
立
保
育
園
の
４
園

体
制
を
続
け
る
の
か

　
　
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
か
。

　
　
全
体
の
受
診
者
数
は
、

特
定
健
康
診
査
と
人
間

ド
ッ
ク
を
合
わ
せ
る
。結

果
、受
診
率
は
、

令
和
４
年
度
47
・
62
％

令
和
５
年
度
48
・
58
％

令
和
６
年
度
52
・
20
％

と
増
加
傾
向
で
あ
る
。
受

診
率
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

健
康
へ
の
意
識
を
高
め
る

啓
発
活
動
と
並
行
し
て
、

電
話
勧
奨
や
対
象
者
へ
の

再
通
知
ハ
ガ
キ
等
を
活
用

し
、
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い

き
た
い
。

（
副
委
員
長  

竹
内  

啓
視
）

問答 特
定
健
康
診
査
の

受
診
率
向
上
の
た
め
に

文
教
厚
生
委
員
会

帯
状
疱
疹
の
任
意
接

種
補
助
事
業
の
評
価

快適になった中学校体育館

英比保育園

草木保育園

宮津保育園

城山保育園

各園での役割と特色

一食当たり100円の根拠

児童発達支援事業所「てくてく」
や、医療的ケア児の受入。

令和８年４月から、「保育所型認
定こども園」となる。
少人数保育でゆったりと過ごせ
る。令和８年４月から、「こども誰
でも通園制度」を実施。

地理的な観点から。

主食費

副食費

保育日数

物価上昇率
※R3年3月～R7年4月まで

3,000円／月

4,500円／月

合計　7,500円／月

25日／月

33.1％
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総務
建設

文教
厚生

　

狭
あ
い
道
路
（
１
・

８
以
上
４
ｍ
未
満
の
狭

い
道
路
）
の
整
備
等
促

進
事
業
と
し
て
改
良
工

事
を
施
行
し
た
道
路
の

確
認
を
し
た
。

　

道
幅
が
狭
く
、
緊
急

車
両
が
進
入
で
き
な
い

道
路
は
、
将
来
的
に
緊

急
車
両
も
進
入
で
き
る

４
ｍ
の
道
路
と
な
っ
て

い
く
。

　

狭
あ
い
道
路
の
整
備

に
よ
る
生
活
道
路
の
利

便
性
向
上
を
期
待
す
る

住
民
の
声
は
大
き
い
。

　

平
成
15
年
に
完
成
し

た
地
上
２
階
建
て
の
防

災
倉
庫
。
１
階
に
は
土

木
機
材
や
救
命
ボ
ー
ト
、

給
水
タ
ン
ク
、
ろ
水
機

等
の
大
型
機
材
を
保
管
、

２
階
に
は
避
難
所
用
の

水
、
食
料
（
ア
ル
フ
ァ

米
等
）、
組
立
ト
イ
レ
、

お
む
つ
等
を
保
管
し
て

い
る
。

　

当
倉
庫
は
、
完
成
か

ら
20
年
以
上
経
過
し
、

備
蓄
品
も
多
種
多
様
と

な
り
、
保
管
ス
ペ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
村
交

流
セ
ン
タ
ー
と
旧
給
食

セ
ン
タ
ー
へ
の
分
散
備

蓄
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
実
際
に
避

難
所
と
な
る
４
小
学
校

へ
発
災
後
す
ぐ
に
必
要

と
な
る
水
、
食
料
、
毛

布
、
組
立
ト
イ
レ
等
１

〜
２
日
は
乗
り
切
れ
る

量
を
分
散
備
蓄
し
て
い

る
。

常任委員会 視察レポート
改
良
さ
れ
た
狭
あ

い
道
路

９
月
11
日

９
月
11
日

丸
山
防
災
倉
庫

点
検

（
副
委
員
長  

廣
瀬 　
実
）

　

令
和
７
年
４
月
に
阿

久
比
町
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
（
愛
称
・
子
育

て
応
援
ラ
ポ
ー
ル
）
が
、

オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
、

実
際
の
状
況
を
確
認
し

た
。
　

こ
れ
ま
で
、
別
々
の

場
所
で
受
け
て
き
た
相

談
窓
口
が
一
体
化
し
、

よ
り
連
携
が
強
化
さ
れ
、

０
〜
18
歳
の
ト
ー
タ
ル

ケ
ア
が
可
能
と
さ
れ
て

い
る
。

　

玄
関
を
入
っ
た
と
こ

ろ
に
案
内
版
を
設
置
し
、

保
健
こ
ど
も
課
全
体
が

開
放
的
で
明
る
い
グ
リ

ー
ン
系
統
の
色
で
統
一

さ
れ
て
い
た
。

　

入
り
口
の
ボ
ー
ル
プ

ー
ル
も
好
評
で
、
遊
び

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

の
発
達
の
程
度
も
見
え

る
と
の
こ
と
。

　

な
お
、
ボ
ー
ル
プ
ー

ル
を
利
用
で
き
る
日
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表

さ
れ
て
い
る
。

　

相
談
の
た
め
の
専
門

職
員
を
配
置
し
、
関
連

部
署
と
の
連
携
に
も
配

慮
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
オ
ア
シ
ス
セ

ン
タ
ー
の
北
側
に
は
、

新
た
に
駐
車
場
が
作
ら

れ
、
多
く
の
方
の
利
用

に
も
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

　

今
夏
、
中
学
校
の
体

育
館
に
設
置
さ
れ
た
空

調
機
を
例
に
、
来
夏
の

設
置
に
つ
い
て
、
予
算
、

設
置
工
事
の
期
間
、
実

際
の
効
き
具
合
、
そ
の

他
の
課
題
も
確
認
し
た
。

　

機
器
の
選
定
、
電
気

の
引
き
込
み
工
事
の
課

題
な
ど
詳
細
の
確
認
も

し
た
。

　

来
夏
の
工
事
完
了
を

待
ち
望
む
。

９
月
12
日

来
夏
、小
中
学
校

へ
の
空
調
機
器
設

置
の
課
題
は

９
月
12
日

オ
ア
シ
ス
セ
ン

タ
ー
内
、保
健

こ
ど
も
課

（
副
委
員
長 

竹
内  

啓
視
）

保健こども課の窓口保健こども課の窓口

卯坂地内4049号線の一部卯坂地内4049号線の一部

組立式の救命ボート組立式の救命ボート所せましと山積みされた備蓄品所せましと山積みされた備蓄品

保護者の手続き中に子どもが遊べる保護者の手続き中に子どもが遊べる

資料をもとに確認中資料をもとに確認中
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ケ
ガ
を
手
当
て
す
る
だ
け
で
な

く
、
心
の
ケ
ア
に
も
対
応
し
て
い

る
。
　
以
前
と
比
較
す
る
と
、
ケ
ガ
を

す
る
児
童
が
増
え
て
い
る
。
例
え

ば
、
遊
具
か
ら
落
ち
た
り
、
転
ぶ

と
き
に
手
を
つ
け
な
か
っ
た
り
な

ど
、
体
力
の
低
下
が
原
因
と
思
わ

れ
る
。

　
ま
た
、
保
健
室
は
、
授
業
の
移

動
経
路
上
に
あ
る
の
で
、
立
ち
寄

り
や
す
い
。
そ
の
影
響
も
あ
り
、

心
の
ケ
ア
も
保
健
室
の
役
割
と
し

て
増
え
て
い
る
。

保
健
室
の
役
割
が
多
様
化

　
通
常
の
ク
ラ
ス
に
所
属
す
る
児

童
が
、
週
に
１
〜
３
時
間
ほ
ど
通

級
ク
ラ
ス
に
通
い
、
心
身
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
。

　
通
常
ク
ラ
ス
で
も
、
日
常
生
活

の
中
で
困
り
感
が
あ
る
児
童
も
い

る
の
で
、
専
門
の
先
生
と
ク
ラ
ス

担
任
で
、
注
意
し
な
が
ら
必
要
と

思
わ
れ
る
児
童
に
声
を
か
け
て
い

る
。

　
帰
宅
後
に
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
で
遊

ぶ
児
童
の
な
か
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が

増
え
て
い
る
。
学
校
で
は
、
そ
の

対
応
に
も
苦
慮
し
て
い
る
。

　
校
内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
こ
れ

ま
で
の
様
々
な
対
策
や
ケ
ア
に
よ

り
対
応
で
き
て
い
る
が
、
帰
宅
し

た
後
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い

る
。
時
代
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

を
知
っ
た
。

（
副
委
員
長 
竹
内　
啓
視
）

　

住
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
が
複
雑

化
・
多
様
化
す
る
時
代
の
変
化
に
伴
い
、

柔
軟
に
機
能
す
る
議
会
・
議
員
の
あ
り

方
や
資
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

整
理
し
た
改
革
案
件
は
、
全
60
件
程
。

今
回
、
早
急
に
対
応
が
必
要
な
５
案
件

を
ま
と
め
中
間
報
告
と
し
た
。

①
常
任
委
員
長
報
告
の
仕
方

②
各
委
員
会
傍
聴
人
数
報
告

③
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
研
修

④
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信

⑤
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
使
用
基
準

通
級
ク
ラ
ス
で
児
童
を

積
極
的
に
ケ
ア

帰
宅
後
の
ゲ
ー
ム
ト
ラ

ブ
ル
に
も
配
慮

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
布
と
ネ
ッ
ト
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
、
ウ
ェ
ブ
上

の
協
働
学
習
ツ
ー
ル
が
利
用
可
能

と
な
り
、
課
題
の
解
決
に
役
立
っ

て
い
る
。

　
協
働
学
習
ツ
ー
ル
の
利
用
に
よ

り
、
自
分
の
考
え
と
、
他
の
児
童

の
考
え
を
比
較
す
る
こ
と
が
簡
単

に
な
り
、
児
童
は
課
題
に
対
し

て
、
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
も
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
成
果
の
一
つ
だ
と

思
う
。

協
働
学
習
ツ
ー
ル
が
活
躍

議員の活動レポート

「
議
会
改
革
調
査
特
別

委
員
会
」が
中
間
報
告中間報告書の受渡しをする議長と委員長中間報告書の受渡しをする議長と委員長
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ぐーさん

ぐーさん

あーさん

あーさん

あーさん

あーさん

ぐーさん

ぐーさん

あーさん

あーさん
ぐーさんの 知っとく情報

ぐーさん

ぐーさん

あーさん

？ 認定
補正
予算

予算

決算

令和６年度の決算が認定されました！

予算に計上された１年間のお金の使い方を明らかにすること
だよ。町に入ってくるお金や、その使い方が正しいかどうか、
議員がチェックして認定するの。

新しい年度がはじまる前の３月定例会で、どんなことにお金を
使うか話し合って予算を決めるでしょ。でも、年度の途中で起
こる災害や、法の改正などもあるからね。

そういうこと！今回の補正予算を見てみて。鳥インフルエンザ
の発生で影響を受けている養鶏農家さんを支援するためとか、
中学校の部活動で全国大会に出場するためとか…

人件費など必ず必要なお金のほかには、スポーツ村の整備
や工事にもたくさんのお金がかかっているわね。

こうした成果をふまえて次の予算を考えるため
にも、決算はとても大事よね。

うん。でも、えーっと、決算って…そもそも、なんだっけ？？

そうそう、そうでした！私たちの税金、どんなことに使われたの？

確かに！ところで今回の議案にある補正予算は、予算とは別物？

うんうん、嬉しいことも大変なことも、いろいろあるもんね。
そう聞くと…うちの家計簿も議会で慎重審議してほしいわ！

なるほど。プールは一年通して温水利用できるようになったし、
野球場のトイレもとてもキレイになって進化してるものね。

そっか。予期しなかった出来事に対応するため、予算を増額
したり減額したりするのに、補正予算が必要なわけね。
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追跡
レポート どうなった！どうなった！あの答弁はあの答弁は

令和５年６月 定例会
中学生ジャージのデザイン

令和８年４月～01

令和６年12月 定例会
①投票体験記念証の発行を
②投票支援カードの作成を

令和７年７月４日
①②参議院選挙から実施中
今後の選挙も実施する

デザインを統一する

ど
う
な
っ
た

ど
う
な
っ
た

①参議院選で発行に向けて検討する。
②「投票支援カード」の作成を検討する。

02

①「親子連れ投票体験記念証」
を発行しては。
②投票に手助けが必要な人に
安心して支援の依頼ができる
「投票支援カード」の作成を。

中学校からは統一する考えは今の
ところないと、報告を受けている。

ジャージを男女共通化する
考えは。

①表面は記念証、裏面は塗り絵と
なっている。期日前投票所と当
日の各投票所で配布。
②導入済。投票者が事前印刷でき
るように、ホームページ掲載も
実施。

※現状のジャージは、女性用（左）と男性用（右）
　にデザインが分かれている。

令和８年４月から、学校指定ジャー
ジ（上着）のデザインを男女共用に
する。このお知らせを、令和６年９
月に中学校から保護者に伝えた。

※この絵は実物とデザインが一部違います。
※すでに手持ちのジャージは、令和８年度以降も
　着用可能。
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…建設経済部長　　 …建設経済部参与　　 …教育部長
…町長 　　　　…副町長 　　 　  …教育長　　 …総務部長　　 …民生部長

一般質問は、町政全般にわたって、執行機関（町側）に疑問点をただすものです。
事前に議長に通告した内容を、受付順に本会議場で質問します。
質疑の概要については質問者が要約し、編集委員が校正しています。

ページ日　付 議 員 名 質 問 項 目

今回の傍聴人数 延べ 65人
（９月定例会）

各議員が質問した記事に関連するSDGsの
目標アイコンを掲載しています。

答弁者

各議員の
通告書はこちら
各議員の

通告書はこちら

9月4日㈭

9月5日㈮

14

13

15

16

17

18

つ づ き
都築　

きよ こ
清子

1．本町の出産・子育て支援施策の方向性は
2．児童・生徒の通学路の安全・安心のために
1．「老障介護」と「親なきあと」問題
2．「平和のまち宣言」制定後の意義
1．デジタル技術で窓口の手続きをより便利に
2．刈草・剪定枝回収をより便利にするには
1．公共交通の今後
2．特定外来生物オオキンケイギクの駆除
1．キャリア教育に起業家精神を
2．工場誘致の進捗状況は

1．命を守る酷暑対策

にい み み き お
新美三喜雄
にい み か ず な
新美加寿奈

たけうち
竹内　

ひろ し
啓視

傍聴席へどうぞ
次の定例会は12月３日㈬開会
午前10：00～開催予定です。日程は変更になる場
合があります。詳しくは阿久比町ホームページの議
会事務局お知らせをご覧ください。一般質問は毎回
翌日以降にCACで放送されています。

●電話 : 0569-48-1111（代表）
●FAX : 0569-48-1711
●E-mail : gikai＠town.agui.lg.jp

議会へのご意見・期待・要望や地区の出来事・
自慢等お寄せください。応募は、議会事務局まで。

皆様からのご意見や議会だより
原稿を募集しています！

こやなぎ
小柳みゆき

すずむら
鈴村　

かずひさ
算久

ここが
聞きたい 町政を問う

一般質問
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命
に
関
わ
る
酷
暑
災
害
と

呼
ぶ
べ
き
状
況
。
現
在
と
今

後
必
要
と
さ
れ
る
対
策
を
ど

の
よ
う
に
検
討
・
対
応
す
る

の
か
。

　
　
学
校
内
で
の
活
動
、
登

下
校
時
の
水
分
補
給
の
対
策
。

　
　
　
水
筒
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
持
参
を
認
め
て
い
る
。

　
受
水
槽
を
経
由
し
な
い
水

道
蛇
口
か
ら
、
補
水
が
で
き

る
。
学
校
に
よ
っ
て
は
、
塩

分
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
参
、
教

室
の
ロ
ッ
カ
ー
に
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
お
茶
を
ス
ト
ッ
ク
し

て
い
る
。

　
　
下
校
時
ど
の
よ
う
な
対

応
や
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
の

か
小
学
校
、
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
。

　
　
　
全
校
と
も
、
日
傘
、

ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
、
冷
却
タ

オ
ル
を
認
め
て
い
る
。

　
中
学
校
で
は
、
ハ
ン
デ
ィ

フ
ァ
ン
の
使
用
、
ジ
ャ
ー
ジ

や
部
活
動
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど

の
軽
装
も
認
め
て
い
る
。

　
一
部
の
小
学
校
で
ハ
ン
デ

ィ
フ
ァ
ン
の
使
用
、
電
車
通

学
を
認
め
て
い
る
。

　
夏
休
み
期
間
中
の
出
校
日

を
取
り
止
め
た
学
校
も
あ
る
。  　

　
子
ど
も
た
ち
に
「
熱
中

症
」
の
症
状
や
、
そ
の
対
処

法
の
周
知
・
指
導
法
。

　
　
　
暑
さ
指
数
に
基
づ
き
、

活
動
の
実
施
の
可
否
を
判
断
。

　
測
定
結
果
は
、
職
員
室
前

の
廊
下
や
、
教
室
の
大
型
モ

ニ
タ
ー
に
表
示
し
、
子
ど
も

た
ち
に
周
知
。

　
自
身
の
体
調
に
違
和
感
を

感
じ
た
と
き
は
、
教
員
や
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
に
申
し
出
る
よ

う
指
導
。

　
万
が
一
の
と
き
は
、
周
囲

の
大
人
を
大
声
で
呼
ぶ
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。

　
　
下
校
時
に
使
用
で
き
る

よ
う
、冷
却
グ
ッ
ズ
の
冷
却・

保
管
用
の
冷
凍
庫
設
置
に
つ

い
て
の
見
解
。

　
　
　
学
校
現
場
の
意
見
も

傾
聴
し
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
中
央
公
民
館
「
あ
つ
ま

ル
ー
ム
」・ス
ポ
ー
ツ
村
「
交

流
セ
ン
タ
ー
」
の
テ
ス
ト
運

用
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
設

置
に
至
っ
た
経
緯
と
、
今
後

他
の
施
設
も
含
め
本
格
導
入

の
可
能
性
。

　
　
　
　
　
「
熱
中
症
予
防

声
か
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

自
治
体
向
け
ク
ー
リ
ン
グ
シ

ェ
ル
タ
ー
応
援
企
画
で
提
供

を
受
け
た
も
の
。

　
現
在
、
メ
ー
カ
ー
と
ウ
ォ

ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
普
及
に
関

す
る
協
定
締
結
に
向
け
、
条

件
面
と
設
置
施
設
の
調
整
を

進
め
て
お
り
、
将
来
的
に
順

次
拡
大
し
て
い
く
。

　
　
中
学
生
の
下
校
時
や
阿

久
比
高
校
生
が
駅
へ
向
か
う

途
中
に
あ
る
ア
グ
ピ
ア
ホ
ー

ル
が
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ

ー
と
し
て
利
用
可
能
な
休
憩

場
所
と
し
て
認
識
し
や
す
く

す
る
た
め
の
対
応
。

　
　
　
　
　
外
か
ら
見
て
分

か
る
よ
う
な
場
所
に
「
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
ぼ
り

旗
」
の
位
置
を
変
更
し
た
。

利
用
者
の
意
見
や
他
自
治
体

の
事
例
な
ど
を
参
考
に
改
善

し
て
い
く
。

　
　
昨
年
９
月
定
例
議
会
の

熱
中
症
対
策
の
質
問
か
ら
そ

の
後
ど
の
よ
う
な
対
応
・
施

策
が
な
さ
れ
た
の
か
、
現
時

点
を
含
め
た
進
捗
状
況
。

　
　
　
　
　
熱
中
症
特
別
警

戒
情
報
発
表
時
対
応
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
作
成
。
職
員
に

周
知
し
、
７
公
共
施
設
を
ク

ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
指

定
し
た
。
現
在
、
民
間
施
設

の
登
録
を
募
集
し
て
お
り
、

順
次
拡
大
し
て
い
く
。

　
熱
中
症
発
生
時
の
対
応
手

順
等
を
作
成
し
て
職
員
へ
の

周
知
と
、
貸
し
出
し
用
の
フ

ァ
ン
付
き
ベ
ス
ト
や
塩
分
補

給
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
準

備
。
職
員
向
け
の
熱
中
症
予

防
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問

答

答
町
長

答
町
長

子どもの冷却グッズ用冷凍庫設置
学校現場の意見聴き検討

問答

答答

問

問問

問答
町
長

問

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活
を確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を
講じる

気候変動に具体的な対策を

都築　清子 議員
（公明党）

つ づ き きよ こ

テスト運用中のウォーターサーバー

アグピアホール前

下校時にも冷たいネッククーラーが使用できる 常滑市全小学校に設置された冷凍庫
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子
育
て
の
環
境
づ
く
り
と

し
て
、
特
に
通
学
路
の
水
路

及
び
雑
草
対
策
、
道
路
横
断

時
の
信
号
機
や
横
断
歩
道
の

整
備
等
、
ま
だ
ま
だ
安
全
・

安
心
な
通
学
を
担
保
す
る
対

策
は
十
分
で
は
な
い
。

　
　
通
学
路
の
安
全
・
安
心

は
、
ど
こ
が
管
理
す
べ
き
か
。

　
　
　
町
で
は
「
阿
久
比
町

通
学
路
交
通
安
全
対
策
会

議
」
で
危
険
個
所
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
行
い
、
児
童
生

徒
の
通
学
の
安
全
確
保
に
必

要
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
　
通
学
路
の
信
号
機
や
横

断
歩
道
等
の
設
置
の
要
請
は
、

ど
こ
が
認
可
を
判
断
し
て
い

る
か
。

　
　
　
町
通
学
路
交
通
安
全

対
策
会
議
や
地
区
か
ら
の
要

望
を
う
け
、
町
か
ら
設
置
者

に
要
望
書
を
提
出
し
、
信
号

機
、
横
断
歩
道
は
、
愛
知
県

公
安
委
員
会
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
阿

久
比
町
や
愛
知
県
な
ど
道
路

管
理
者
が
設
置
の
判
断
を
す

る
。

　
　
通
学
路
で
あ
る
矢
高
横

川
線
の
オ
ア
シ
ス
大
橋
東
の

東
方
に
あ
る
三
差
路
に
信
号

機
設
置
要
望
を
し
て
い
る
が
、

設
置
の
進
捗
が
見
え
な
い
理

由
は
。

　
　
　
町
か
ら
、
警
察
に
対

し
こ
れ
ま
で
５
回
要
望
し
て

い
る
。
設
置
は
公
安
委
員
会

が
判
断
す
る
た
め
、
理
由
に

つ
い
て
町
は
把
握
し
て
い
な

い
。

　
２
０
２
４
年
の
全
国
の
出

生
数
は
、
68
万
６
０
６
１
人

で
、
１
８
９
９
年
の
統
計
開

始
以
降
、
初
め
て
70
万
人
を

割
り
込
ん
で
い
る
。

　
１
人
の
女
性
が
生
涯
に
産

む
子
ど
も
の
数
の
平
均
で
あ

る
「
合
計
特
殊
出
生
率
」
は

１
・
15
で
過
去
最
低
を
更
新

し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
で

は
、
危
機
的
状
況
と
指
摘
し

て
い
る
。

　
　
２
０
２
４
年
の
愛
知
県

及
び
阿
久
比
町
の
合
計
特
殊

出
生
率
は
。

　
　
　
愛
知
県
は
１
・
22
、

阿
久
比
町
は
暫
定
値
１
・
39

で
あ
る
。

　
　
組
織
改
革
に
よ
り
、
職

員
の
配
置
換
え
を
し
た
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
出
産
・
子

育
て
施
策
を
展
開
す
る
の
か
。

　
　
　
新
た
に
「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
を
保
健
セ
ン

タ
ー
内
に
開
設
し
、
各
種
専

門
職
が
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
の
様
々
な
相
談
に
対

応
し
な
が
ら
各
種
施
策
を
進

め
る
。
連
携
体
制
を
他
部
署

や
関
係
機
関
、
地
域
へ
と
広

げ
て
い
く
。

　
　
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

で
あ
る
「
あ
ぐ
ぴ
っ
ぴ
」
は
、

利
用
等
を
含
め
、
活
性
化
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　
　
毎
年
１
万
４
0
0
0

人
前
後
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

出
生
数
や
対
象
者
数
が
減
少

し
て
い
る
が
、
利
用
者
数
に

大
き
な
変
動
は
な
い
。
今
後

も
季
節
を
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト

や
、
保
護
者
が
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
き
る
講
座
な
ど
を
開
催

し
て
い
く
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
村
を
子
育
て

の
拠
点
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
プ
ラ
ン
が
あ
る
か
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
村
は
、
老

若
男
女
が
交
流
で
き
る
に
ぎ

わ
い
と
活
気
が
あ
る
「
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
と
交
流
の
拠

点
」
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
村

の
整
備
基
本
構
想
を
策
定
す

る
の
で
、
そ
の
中
で
も
検
討

し
て
い
く
。

　
　
母
子
手
帳
ア
プ
リ
「
母

子
モ
」
を
さ
ら
に
拡
張
し
、

子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
集

約
で
き
る
よ
う
改
良
す
る
考

え
は
。

　
　
　
「
母
子
モ
」
に
は
、

各
種
健
診
の
お
知
ら
せ
や
町

か
ら
配
信
さ
れ
る
子
育
て
情

報
を
受
信
で
き
る
機
能
が
あ

る
。
現
在
あ
る
機
能
を
最
大

限
に
活
用
し
、
よ
り
多
く
の

情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

　
　
今
後
、
子
育
て
の
ま
ち

と
し
て
独
自
性
を
出
し
て
、

阿
久
比
町
を
町
内
外
に
発
信

し
て
い
く
手
段
は
。

　
　
　
限
ら
れ
た
地
域
資
源

を
活
用
し
な
が
ら
事
業
を
展

開
し
「
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
」
と
い
う
印
象
を
持
っ
て

頂
け
る
よ
う
に
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
て
い
く
。

出産・子育て支援施策の方向性は
子育てしやすいまちとして拡充を図る

新美三喜雄 議員
（新済会）

にい み み き お

通
学
路
の
安
全・安
心
は

対
策
会
議
を
通
し
て

必
要
な
安
全
確
保
に
努
め
る

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活
を確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を

問

問

問問

問問答

答

答

問

答

答答

答答

問問 答

繁茂する雑草で道幅が狭くなった通学路

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

住み続けられるまちづくりを 14



　
本
町
は
、
令
和
５
年
11
月

３
日
に
「
平
和
の
ま
ち
宣

言
」
を
制
定
し
、
核
兵
器
の

廃
絶
が
実
現
す
る
世
界
の
恒

久
平
和
を
願
い
、
安
全
・
安

心
・
安
定
の
暮
ら
し
を
次
世

代
の
子
ど
も
た
ち
へ
と
し
っ

か
り
つ
な
ぐ
責
務
を
明
確
に

し
た
。
し
か
し
、
７
月
の
参

議
院
選
挙
で
は
「
核
武
装
が

安
上
が
り
」
と
の
発
言
が
話

題
と
な
る
な
ど
、
町
内
で
不

安
の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
小
さ
な
町
が
国
際
情
勢
に

直
接
関
与
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
が
「
平
和
を
愛
し

続
け
る
意
思
」
を
示
し
続
け

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
　
制
定
当
初
と
比
べ
て
、

意
義
や
重
み
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
思
い
は
、
よ
り

一
層
深
ま
っ
て
い
る
。

　
　
宣
言
後
、
住
民
へ
の
理

解
、
浸
透
を
深
め
る
た
め
の

広
報
活
動
と
そ
の
取
組
に
対

す
る
評
価
。

　
　
　
　
　
庁
舎
１
階
玄
関

側
前
に
設
置
の
パ
ネ
ル
を
見

た
来
庁
者
か
ら
「
阿
久
比
町

が
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う

取
組
を
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
良
か
っ
た
」
と
の
声
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

「地域で最後まで」生きる自由を
地域住民と関係機関の支援が肝

　
重
い
障
が
い
の
あ
る
方
に

と
っ
て
「
親
な
き
あ
と
」
の

問
題
は
深
刻
だ
。

　
特
に
、
重
度
の
精
神
障
が

い
や
強
度
行
動
障
害
で
は
、

こ
だ
わ
り
の
強
さ
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
人
の
慣
れ
親
し
ん
だ
環

境
・
日
課
・
風
景
や
生
活
の

記
憶
な
ど
は
精
神
的
な
安
定

を
保
つ
た
め
に
非
常
に
重
要

と
な
る
。
そ
の
た
め
、
環
境

が
著
し
く
変
化
し
て
し
ま
う

リ
ス
ク
の
あ
る
「
親
な
き
あ

と
」
の
道
筋
を
立
て
る
た
め

の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
の
親
は
、
生
活
面
お

よ
び
精
神
面
に
お
け
る
主
要

な
支
え
と
な
っ
て
お
り
、
自

分
が
年
を
重
ね
、
世
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

や
が
て
い
な
く
な
る
こ
と
の

不
安
を
抱
え
て
い
る
。
迫
る

現
実
に
、
な
す
す
べ
も
な
く

年
を
重
ね
、
体
力
の
限
界
に

き
て
い
る
親
は
少
な
く
な
い
。

　
障
が
い
者
と
親
、
双
方
を

支
え
る
施
策
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。

　
　
親
が
健
在
な
う
ち
か
ら

将
来
を
見
据
え
た
相
談
を
し

た
い
と
考
え
る
家
庭
に
対
し

て
、
相
談
で
き
る
場
や
支
援

体
制
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し

て
い
く
か
。

　
　
　
　
　
役
場
窓
口
を
含

め
、
阿
久
比
町
障
が
い
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障

が
い
者
全
般
の
相
談
支
援
を
、

知
多
地
域
権
利
擁
護
支
援
セ

ン
タ
ー
（
※
）
で
は
、
成
年
後

見
制
度
な
ど
を
相
談
で
き
る
。

　
　
親
が
体
調
を
崩
し
た
場

合
や
万
一
の
場
合
に
備
え
た

一
時
的
な
緊
急
受
入
先
を
ど

の
よ
う
に
確
保
す
る
か
。

　
　
　
　
　
障
が
い
者
の
生

命
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
緊
急
一
時
保
護
事
業
に

よ
り
居
室
等
を
確
保
す
る
。

　
　
利
用
者
が
自
治
体
ご
と

に
個
別
の
支
給
量
の
違
い
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う

の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
個
別
に
審
査
・

判
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
自

治
体
ご
と
に
生
活
状
況
の
判

断
基
準
な
ど
が
異
な
る
た
め
、

違
い
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
　
重
度
障
が
い
者
が
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
等
に
入
居
す
る

際
の
課
題
は
。
ま
た
入
居
し

た
際
、
重
度
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
（
重
訪
）
利
用
に
よ
る

加
配
ス
タ
ッ
フ
の
付
き
添
い

は
制
度
上
可
能
か
。

　
　
　
　
　
日
中
支
援
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
数
が
少
な

く
、
ス
タ
ッ
フ
も
不
足
し
て

い
る
こ
と
が
課
題
。
加
配
ス

タ
ッ
フ
の
付
き
添
い
は
、
障

害
支
援
区
分
４
以
上
な
ど
の

条
件
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
は
報
酬
が
減
額
さ
れ
る
。

新美加寿奈 議員
（JCPあぐい）

にい み か ず な

戦
後
80
年
を
迎
え
て

〜「
平
和
の
ま
ち
宣
言
」の
意
義
は
〜

よ
り
一
層
深
ま
っ
て
い
る

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活
を確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を 平和と公平をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、す
べての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルに
おいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

答
副
町
長

答
副
町
長

答
副
町
長

問

答
副
町
長

問問問

問 問答
副
町
長

答
副
町
長

※「
親
亡
き
後
の
障
害
の
子
ど
も

の
生
活
を
見
守
っ
て
ほ
し
い
」

と
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
て
ス

タ
ー
ト
し
た
、
知
多
地
域
権

利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
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刈
草
・
剪
定
枝
回
収
事
業

の
最
新
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
、
進
捗
状
況
と
今
後
の
方

向
性
は
。

　
　
令
和
４
年
11
月
発
行
の

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

に
お
い
て
、
町
が
目
指
す
削

減
計
画
値
は
。

　
　
　
最
終
年
度
の
令
和
12

年
度
に
、
１
人
１
日
当
た
り

の
家
庭
系
ご
み
排
出
量
を
４

３
９
グ
ラ
ム
、
資
源
化
率
を

25
％
と
計
画
し
た
。

　
　
そ
の
中
で
、
こ
の
回
収

事
業
の
家
庭
系
ご
み
の
低
減

に
占
め
る
割
合
は
。
令
和
６

年
度
と
今
後
の
12
年
度
ま
で

を
対
象
に
す
る
と
、
各
々
何

％
か
。

　
　
　
事
業
を
開
始
し
た
令

和
５
年
度
が
、
約
21
・
５
％
。

令
和
６
年
度
は
、約
８・７
％
。 　

　
前
回
の
答
弁
に
は
、
た

い
肥
の
無
料
配
布
を
検
討
す

る
、
と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
検
討
結
果
は
。

　
　
　
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

う
会
場
で
の
配
布
は
、
臭
い

の
点
で
困
難
と
判
断
し
た
。

今
年
度
中
に
刈
草
・
剪
定
枝

回
収
会
場
で
試
験
的
に
配
布

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
利
用
者
の
多
く
は
、
現

在
で
も
持
込
時
の
長
い
待
ち

時
間
が
不
満
で
あ
る
。
日
曜

日
の
午
前
中
と
か
多
目
的
広

場
に
限
ら
ず
に
、
拡
大
す
る

計
画
は
。

　
　
　
常
設
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
や
各
地
区
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
排
出
さ
れ
る
刈

草
・
剪
定
枝
を
、
燃
え
る
ご

み
と
は
別
に
回
収
す
る
仕
組

み
な
ど
、
効
果
的
な
方
法
や

必
要
な
費
用
な
ど
、
事
業
者

と
協
議
・
検
討
し
て
い
る
。

ら
わ
れ
ず
に
納
付
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
町
民
と
直
接
対
面
す
る

窓
口
業
務
の
改
革
に
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
「
書

か
な
い
窓
口
」
の
実
現
に
つ

い
て
、
取
組
は
。

　
　
　
住
民
票
や
各
種
証
明

書
の
発
行
に
お
い
て
、
本
人

確
認
し
た
名
前
や
住
所
な
ど

の
住
民
デ
ー
タ
を
申
請
書
に

反
映
さ
せ
、
記
入
を
減
ら
す

対
応
を
し
て
い
る
。

　
阿
久
比
町
は
、
令
和
６
年

３
月
に
、
阿
久
比
町
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推
進
計
画
を

作
成
し
た
。
そ
れ
か
ら
１
年

過
ぎ
て
い
る
の
で
、
そ
の
進

捗
状
況
と
本
町
の
め
ざ
す
姿

は
。

　
　
本
町
が
目
指
す
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
の
う
ち
、
重
点
取
組

事
項
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
「
自
治
体
フ
ロ
ン
ト

ヤ
ー
ド
改
革
の
推
進
」「
情

報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共

通
化
」
な
ど
９
項
目
掲
げ
て

い
る
。

　
　
本
町
の
Ｄ
Ｘ
は
推
進
計

画
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
重
点
取
組
事
項
の
各

項
目
で
定
め
た
年
度
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
沿
っ
た
実
施
、
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
町
民
が
便
利
に
感
じ
る

具
体
的
な
施
策
は
何
か
。

　
　
　
町
県
民
税
や
固
定
資

産
税
な
ど
で
は
、
納
付
書
の

バ
ー
コ
ー
ド
等
を
読
み
込
む

こ
と
で
、
時
間
や
場
所
に
と

問

デジタル技術で窓口を便利に
すでに記入項目を減らしている

鈴村　算久 議員
（新風会）

すずむら かずひさ

刈
草
回
収
を
よ
り
便
利
に
す
る
に
は

新
方
式
を
協
議
・
検
討
中

問

問

問

問 問

強靭なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化
の促進及びイノベーションの推進を図る

産業と技術革新の基盤をつくろう
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を
講じる

気候変動に具体的な対策を

答問答

答

問答

答

答

答答

スマホ等で
読み取れば
自宅で納税可能

刈草・剪定枝の回収の様子

簡単に
なった！
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環
境
省
の
特
定
外
来
生
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
オ
オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
５
月
頃
に

咲
く
コ
ス
モ
ス
に
似
た
美
し

い
花
で
あ
る
が
、
大
変
強
い

繁
殖
力
を
持
ち
、
在
来
植
物

を
駆
逐
す
る
。

　
美
し
さ
か
ら
か
、
特
定
外

来
生
物
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
づ
ら
く
、
こ
の
数
年
で
花

が
増
え
て
い
る
。

　
特
定
外
来
生
物
で
あ
り
、

栽
培
や
運
搬
し
た
場
合
の
罰

則
、
正
し
い
駆
除
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
周
知
の
た
め
の

方
策
を
見
直
す
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。

　
　
本
町
の
オ
オ
キ
ン
ケ
イ

ギ
ク
駆
除
に
対
す
る
対
策
は
。

　
　
　
町
Ｈ
Ｐ
に
栽
培
が
禁

止
で
あ
る
こ
と
や
駆
除
の
方

法
を
環
境
省
の
チ
ラ
シ
と
併

せ
て
掲
載
し
、
啓
発
。

　　
　
個
人
で
駆
除
を
す
る
場

合
の
注
意
点
。

　
　
　
特
定
外
来
生
物
に
よ

る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の

防
止
に
関
す
る
法
律
で
、
生

き
た
ま
ま
の
移
動
、
保
管
な

ど
が
原
則
禁
止
、
根
か
ら
引

き
抜
き
、
種
が
飛
び
散
ら
な

い
よ
う
袋
に
入
れ
、
枯
死
さ

せ
て
燃
え
る
ご
み
に
出
す
。

　
土
地
の
所
有
者
や
管
理
者

の
承
諾
を
得
る
。
必
要
に
応

じ
て
地
域
住
民
に
防
除
の
目

的
な
ど
を
周
知
す
る
。
作
業

に
使
用
し
た
道
具
な
ど
の
洗

浄
。
刈
草
・
剪
定
枝
回
収
に

は
出
さ
な
い
。

（
相
談
は
環
境
課
へ
）

　
　
オ
ム
ツ
ご
み
な
ど
と
同

様
に
透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
る
な
ど
、
指
定
ご
み
袋

以
外
を
使
用
す
る
考
え
。

　
　
　
特
定
外
来
生
物
だ
け

を
入
れ
た
も
の
に
限
り
、
回

収
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備

し
、
広
報
な
ど
で
周
知
す
る
。

公共交通の今後
新体制導入にむけて検討中

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

住み続けられるまちづくりを

　
公
共
交
通
の
必
要
性
が
高

ま
る
中
、
ア
グ
ピ
ー
号
は
、

延
伸
や
増
便
な
ど
さ
ら
な
る

利
便
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
循
環

バ
ス
連
絡
協
議
会
を
経
て
、

今
後
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　
導
入
に
向
け
、
そ
の
内
容

や
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
な
ど
本
町
の
考
え
は
。

　
　
方
向
性
の
内
容
。

　
　
　
循
環
バ
ス
ア
グ
ピ
ー

号
を
１
台
増
や
し
３
路
線
で

の
運
行
。

　
さ
ら
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証

実
験
を
検
討
。

　
　
理
由
や
効
果
。

　
　
　
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
移
動
の
利
便
性
向
上
、

交
通
弱
者
対
策
、
生
活
支
援

対
策
と
し
て
公
共
交
通
の
拡

充
が
で
き
る
。

　
　
導
入
の
時
期
。

　
　
　
令
和
８
年
10
月
か
ら

を
検
討
。

問

　
　
運
賃
の
徴
収
。

　
　
　
循
環
バ
ス
ア
グ
ピ
ー

号
は
無
料
運
行
を
予
定
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
は
利
用
者

か
ら
の
一
部
料
金
負
担
を
検

討
。

　
　
電
車
へ
の
乗
り
継
ぎ
。

　
　
　
名
鉄
阿
久
比
駅
を
主

と
し
て
、
電
車
の
ダ
イ
ヤ
を

考
慮
し
な
が
ら
循
環
バ
ス
の

時
刻
表
を
改
正
。

　
　
導
入
ま
で
の
課
題
。

　
　
　

・
運
転
手
不
足
に
よ
る
運
行

事
業
者
の
確
保
。

・
物
価
高
騰
等
に
よ
る
町
の

財
政
負
担
の
増
加
。

・
現
在
、
ア
グ
ピ
ー
号
と
同

等
の
車
両
の
入
手
が
困
難
。

小柳みゆき 議員
（新風会）

こやなぎ

問

問

問

問

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除

回
収
体
制
を
整
備

答問答問答

問答問答答

答答

答

陸の豊かさも守ろう
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持
続可能な森林の経営、砂漠化の対処、ならびに土地の
劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

生
態
系
被
害
が
あ
る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
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科
、
道
徳
教
育
、
各
教
科
に

お
け
る
学
習
や
学
校
行
事
と

連
携
を
図
り
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
中
学
校
に
お
い
て
は
、
社

会
に
お
け
る
将
来
の
生
き

方
・
働
き
方
に
つ
い
て
、
し

っ
か
り
と
考
え
を
も
っ
て
、

自
分
を
活
か
す
こ
と
の
で
き

る
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。

　
指
導
の
計
画
は
、
県
に
な

ら
っ
て
、
各
校
が
計
画
し
て

お
り
、
指
導
内
容
や
頻
度
に

差
の
な
い
も
の
が
立
案
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
地
元
企
業
や
農
業
、
伝

統
産
業
な
ど
、
本
町
な
ら
で

は
の
資
源
を
活
用
し
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
は
、
ど
の
程
度
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
団
体
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
の
協
働
事

例
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
小
学
校
で
は
、

本
町
の
特
色
で
あ
る
米
作
り

に
関
す
る
テ
ー
マ
に
取
組
ん

で
い
る
。

　
中
学
校
で
は
、
地
域
の
地

元
企
業
の
協
力
を
頂
き
、
職

業
講
話
を
実
施
し
て
い
る
。

協
働
事
例
と
し
て
は
、
米
作

り
は
、
各
地
区
の
農
家
さ
ん

の
協
力
を
頂
い
て
い
る
。
中

学
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催

す
る
卒
業
し
た
先
輩
か
ら
高

校
生
活
の
様
子
を
聞
く
進
路

セ
ミ
ナ
ー
や
日
本
福
祉
大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
を
実
施

し
て
い
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成

果
や
課
題
に
つ
い
て
、
児
童

生
徒
や
保
護
者
か
ら
の
反
応
、

ま
た
学
校
や
教
育
委
員
会
と

し
て
の
評
価
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
学
校
の
規
模
感

を
鑑
み
、
工
夫
し
、
実
施
し

て
お
り
、
成
果
が
よ
り
一
層

上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　
　
幼
保
小
中
一
貫
教
育
の

中
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
ど

の
よ
う
な
位
置
づ
け
か
。

　
近
年
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
る
。
今
後
、
地
域
経
済

の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る

た
め
に
、
起
業
家
精
神
を
持

つ
人
材
の
育
成
が
不
可
欠
と

考
え
る
。

　
　
小
中
学
校
で
現
在
ど
の

よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取

組
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
学
校
間
で
内
容
や
頻

度
に
差
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
小
学
校
で
は
、

家
庭
・
地
域
社
会
・
学
校
の

活
動
の
中
で
、
自
分
の
役
割

を
果
た
そ
う
と
す
る
意
欲
や

態
度
を
持
つ
児
童
の
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。

　
授
業
で
は
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
核
と
し
て
、
生
活

　
　
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
新
た
な
企
業
用
地
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
豊

富
な
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
県
企
業
庁
に
依
頼
す
る
こ

と
が
最
善
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
の
進
捗
状
況
は
、
候

補
地
の
絞
り
込
み
作
業
を
行

う
と
と
も
に
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
等
へ
の
位
置
づ

け
を
行
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。

問

答

キャリア教育に起業家精神を
現時点で取組む予定はない

竹内　啓視 議員
（幸福実現党）

たけうち ひろ し

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

住み続けられるまちづくりを

工
場
誘
致
の
進
捗
状
況
は

候
補
地
の
絞
り
込
み
中

全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を
提供し、生涯学習の機会を促進する

質の高い教育をみんなに

　
　
　
　
　
幼
保
小
中
一
貫

教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

「
啓
発
連
携
部
」「
幼
保
小

中
接
続
部
」「
体
力
向
上
推

進
部
」「
外
国
語
活
動
部
」

の
活
動
を
４
つ
の
柱
と
し
て

取
組
ん
で
お
り
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
柱
と
し
て
位
置
付
け
る

よ
う
な
直
接
的
・
具
体
的
な

取
組
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
。 　

　
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
方
向
性
と
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
さ
ら
に
積
極
化
し
た

「
起
業
家
精
神
を
持
つ
人
材

の
育
成
」
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

　
　
　
　
　
義
務
教
育
課
程

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
「
起
業

家
精
神
を
持
つ
人
材
の
育

成
」
は
、
目
的
・
方
向
性
が

異
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
現
時
点
で
取
組
む

予
定
は
な
い
。

問

問

答
教
育
長

答
教
育
長

答
教
育
長

答
教
育
長

答
教
育
長

問

問 問

中学一年 キャリア教育講演会
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ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修

　

私
た
ち
は
、
住
民
の

代
表
と
し
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
働
き
、
意
見

を
述
べ
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
に
責
任
が
あ
る
。

　

近
年
、
職
場
や
議
会

に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
や
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
育

児
・
介
護
に
関
す
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
多

様
な
問
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
る
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

「
冗
談
の
つ
も
り
」「
悪

気
は
な
か
っ
た
」
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
問
題
で

あ
る
。

　

被
害
者
の
感
じ
方
を

尊
重
し
、
迅
速
か
つ
適

切
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。
率
先
し
て
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
に
心
し
て

取
組
み
、
住
民
の
皆
様

に
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
健
全
な
議
会
・

行
政
の
実
現
を
目
指

す
。

良
い
議
員
・
良
い
議
会

そ
し
て
良
い
町
政
づ
く

り
に
必
要
な
こ
と

人
間
力
を
高
め
る
７
つ

の
行
動

①
素
直
に
行
動
＝
既
成

概
念
に
捉
わ
れ
な
い
。

②
正
し
く
行
動
＝
法
令

遵
守
。

③
本
気
で
行
動
＝
問
題

解
決
に
向
か
う
姿
勢
。

④
楽
し
く
行
動
＝
ユ
ー

モ
ア
、
人
が
好
き
。

⑤
的
を
得
た
行
動
＝
積

極
的
思
考
と
課
題
抽

出
・
解
決
。

⑥
通
じ
合
う
よ
う
行
動

＝
言
葉
の
選
び
方
、

温
度
、
共
感
と
納
得
。

⑦
手
際
よ
く
行
動
＝
準

備
、
挑
戦
、
手
間
を

惜
し
ま
ず
住
民
の
声

に
耳
を
傾
け
る
こ
と

が
基
本
で
あ
り
、
一

般
質
問
に
お
い
て
も

そ
こ
か
ら
見
え
て
く

る
。
行
政
と
議
員
が

情
熱
を
共
有
す
る
こ

と
で
信
頼
関
係
を
築

い
て
い
け
る
。

本
気
で
頑
張
る
議
員
が

多
い
ほ
ど
そ
の
チ
ー
ム

（
議
会
）
は
強
い
！

議員の座学

町村議会議員ハラスメント防止研修

の町長・副町長インタビューあぐいっこTown

河上 茉愛さん（東部小6年）副町長

①普段めったに関わることのない他校の人
と仲間になれるから。
②いちから作ったまちをお客さんに楽しん
でもらえたこと。
③商品やサービスの提供に慣れること。
④自然が多い町であってほしい。
⑤新しい友達ができました。

畠　 功樹さん（中学2年生）町　長

①昨年は副町長を経験したので今年は町長
に手を挙げました。
②初めての仲間と店を作り上げられたこと。
③団結力が必要だったこと。
④のどかな風景と、蛍が飛ぶ町を残したい。
⑤新しい友達ができました。

「良い町政づくりに必要なこと」
講師・名古屋経済大学特任教授　山田 拓郎 氏

突撃インタビュー！

将来の夢は
「鍼灸師」

将来の夢は
「声を使う仕事」

はた かわ かみ ま なこう き

①参加した理由　　②参加してよかったこと　③難しかったこと　④阿久比町の未来に望むこと　⑤その他
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　「あぐいっこ Town」は子どもたちの自
主性を育むことを目的とした活動です。小
学４年生から高校生までの子どもたちが、
自分たちで企画し、創り上げる仮想のまち
です。私たちの役割は、子どもたちが安全
にのびのびと活動できるよう見守り、事故
のないようにすることです。経験の浅い子
どもたちが、企画から準備、当日運営まで
行うため効率が悪い面や円滑に進まないこ

ともありますが、私たちの考えを押し付け
ず、子どもたちが自ら気付いて動けるよう
促す声かけを心がけています。
　このまちは大人入場禁止です。そのため
来町する子どもたちはもちろん、送り出す
保護者の皆様にとっても成長の場となりま
す。
　困っている子がいれば声をかけ、楽しく
過ごせるようサポートしています。子ども
からたくさん話を聞いて、親子で楽しんで
ほしいと願っています。

子育て支援グループ むぎ・むぎ

植田 千代美 代表

「むぎ・むぎ」は
子育て中の親子が
楽しく過ごせる
お手伝いをして
います！

この活動を計画・運営した子どもスタッフ

町 民 の 声町 民 の 声
未来を育む子どもたちのチャレンジ

編　集　後　記編　集　後　記

次回の議会だよりは令和８年２月１日発行です

■「子どものまち」で見えた、あの笑顔！
　　自分の役割に挑戦する姿、仲間と協力する楽しさ、
そのすべてが子どもたちのいきいきとした表情にあ
ふれていました。見ている取材中の私たちまで元気
をもらえる日でした。
■　編集者魂を磨く
　　８/５㈫に愛知県町村議会広報研修会に参加しま
した。そこでは、全国の優秀事例や県内市町の誌面
を題材にした講義を受けました。文字数やデザイン
だけでなく興味を持たせる記事の企画力で、町民の
皆様に「読まれて伝わる議会だより」を編集する！
と奮起してきました。　　　　　　  （鈴村　算久）

委 員 長／鈴村　算久　　　副委員長／廣瀬　　実　　　委　　員／竹内　啓視
委　　員／都築　清子　　　委　　員／新美加寿奈　　　委　　員／山本　恭久

議会だより編集特別委員会
受講後やる気を高めた

編集委員

うえ だ ち よ み

「むぎ・む
ぎ」が

運営してい
ます！

20Agui Parliamentary news
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